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1. 緒言 
 近年，スポーツ現場において体罰を初め，

様々な事件・問題行動が起きている中で，著者

は指導者がコーチングを実施するにあたって，

どのようなコーチングスタイルを用いること

が指導対象（選手・アスリート・生徒等）にと

って適切なのかということに関心を持った． 
竹本（2009）は「コーチの資格を取得し職

業として行う（中略）・選手の延長としてコー

チになる（中略），後者においてはトップアス

リートからコーチになる（中略）・学生が母校

でコーチとして指導するなど様々なコーチが

存在する．」と，また南川（2008）は「日々の

トレーニング指導において，トレーニング指導

者は，トレーニングの目標の達成や，競技パフ

ォーマンスの向上に貢献するために，日々の時

間的制限の中で，最大限の効果や効率を目指し

てトレーニングを展開していこうと努力しま

すが，実際の指導現場では，そう簡単にいかな

いのが現実である．」と指摘している． 
そこで本研究は，高校野球から大学野球へと

環境が変わる中で，コーチングスタイルの差異

に検討を加えることで，本学硬式野球部の競技

力向上に貢献することを目的とする． 
 
2. 研究方法 
対象：びわこ成蹊スポーツ大学 硬式野球部 
方法：アンケート調査を実施した．用紙を 112
部配布，74部を回収，回収率は 70％であった． 
 
3. 結果と考察 

仮説では，大学野球においては部員が自主的

に取り組み，指導者・主将・学生コーチらスタ

ッフと連携して活動していると考えていたが，

本学硬式野球部は指導者が主体となっている

ことが明らかになった．  
しかしながら，主要な結果として，コーチと

コミュニケーションがとれているかについて

回答させたところ，高校時はとれている部員が

多く，現在はとれていない部員が多かったこと

に加え，現在（大学時）どのコーチングスタイ

ルが競技力向上に適しているかを回答させた

ところ， 70 人中 42 人が協力型と回答した． 
これらのことから，大学野球においては部員

個々が自身の活動内容を十分理解し，自主的に

（選手主体で），スタッフと連携しながら取り

組むことが重要であることが推察された． 
 

4. まとめ 
 本学硬式野球部の競技力を向上させるために

は，適切なコーチングスタイルは協力型で，部員

と監督・コーチが十分なコミュニケーションをと

っていくことが重要であると推察された． 
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